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第２学年 理科学習指導案 

令和６年 12月 13日（金）５限 

２年１組 男 21名 女 18名 計 39名 

指 導 者  本江 信一郎 

授 業 会 場   第１理科室 

 

１ 単元名 天気とその変化 

 

２ 単元について 

（１）単元設定の趣旨 

日本は四季の変化がはっきりしており、その豊かさから衣・食・住といった生活様式だけでなく、

文学や芸術等の文化に至るまで様々な場面に深く関わっている。その一方で、気象の変化は台風や酷

暑、豪雪等の災害も引き起こすなど、私たちの生活は常に気象と隣り合わせである。これら四季の移

ろいや気象災害はテレビ等のメディアでも取り上げられるが、それを視聴する私たちは、気象情報に

関しては受け身になりがちである。四季の変化や気象災害がある日本だからこそ、気象に関する知識

や理解を深め、関心をもつ姿勢や大気の変化を想像できる力を養うことは重要である。 

本単元では、身近な気象の観察、実験等を行い、その観測記録や資料を基に、気象要素と天気の変

化の関係に着目しながら、天気の変化や日本の天気の特徴を、大気中の水の状態変化や大気の動きと

関連付けて理解させる。そして、それらの観察、実験等に関する技能を身に付けさせ、思考力、判断

力、表現力等を育成することが主なねらいである。本単元について学習した後は、生徒自身が実際に

感じる様々な気象要素から、起こりうる気象現象を想像したり予想したりしようとする姿勢を育みた

い。 

（２）生徒の実態 

小学校では、４年時に、やかんの口から出た水蒸気と湯気の観察を通して、温度の変化と物質の状

態について学んでおり、５年時に、雲の量や動きの観察や気温の観測を通して、天気の変化の仕方に

ついて学んでいる。また、中学１年時には、物質の状態変化を粒子モデルで考えるなど、実体的に捉

えながら学習を行ってきた。これらから、生徒は雲ができることと水蒸気や温度、状態変化が関連し

ていることは想像できる。しかし、なぜ空気は上空で冷えるのか、雲の形に違いができるのか、天気

予報で見る様々な記号がどのような意味なのかに疑問をもったり、関心をもったりする生徒は少な

い。 

そこで、小学校や中学１年時での学習を想起させながら、それらを関連付けて学習を進めることを

大切にしたい。そして、上空で大気がどのように変化してきたのか、今後どのような変化をしていく

のかを、様々な気象要素を互いに関係付けて考えられる生徒を育みたい。 

（３）指導の構え 

気象の学習を進めることは、雲に関する理解を深めることである。空を見上げれば雲は簡単に目で

確認することができ、生徒にとって身近な存在である。しかし、上空は気圧が低い状態であること

や、雲は水蒸気が水滴に変化することで出現するなど、目では捉えられない様々な現象が気象に関わ

っている。そこで、上空での空気の変化や大気の流れを可視化するために ICT機器を活用して画像や

動画等を提示する機会を積極的に取り入れたい。また、飽和水蒸気量や水蒸気を粒子モデルで考えさ

せるなどの実体的に捉える力を働かせ、視覚的にも理解できるような手立てを講じたい。そして、

様々な気象要素の変化から、その先にどのような天気や気圧配置になるのかなど、天気の変化に関心

をもち、考えを巡らせることができる力の育成に努めたい。 
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３ 「見方・考え方」を働かせ、「深い学び」を実現する授業づくり 

（１）理科の「見方・考え方」 

 ○見方                 ○考え方 

量的・関係的な視点 
エネルギーを

柱とする領域 

 
比較する 

比較して、差異点や共通点を明らかにす

る。 

質的・実体的な視点 
粒子を柱と 

する領域 

 

関係付ける 
既習の内容や生活経験と関係付ける。 

変化とその要因を関係付ける。 
共通性・多様性の視点 

生命を柱と 

する領域 

 

時間的・空間的な視点 
地球を柱と 

する領域 

 

条件を制御する 
制御すべき要因と制御しない要因を区別

しながら実験・観察を行う。 
原因と結果の視点 

様々な場面で 

用いる 

 

部分と全体の視点  

多面的に考える 

互いの予想や仮説を尊重しながら追究し

たり、仮説や実験方法を再検討したり、複

数の実験結果から考察したりする。 定性と定量の視点  

（２）本時の学習内容に特に関わる既習内容とその学習時に働かせた「見方・考え方」 

学年 単元と学習内容 働かせた「見方・考え方」 

小学校 

第４学年 

金属、水、空気と温度 

・水の状態変化 ・質的・実体的な視点 

・水の温度を変化させたとき

と、その体積や状態の変化を

関係付ける。 

天気の様子 

・天気による１日の気温

の変化 

・水の自然蒸発と結露 

・時間的・空間的な視点 

・質的・実体的な視点 

・天気と気温の変化を関係付け

る。 

小学校 

第５学年 
天気の変化 

・雲と天気の変化 

・天気の変化の予想 

・時間的・空間的な視点 

・雲の量や動きと天気の変化を

関係付ける。 

中学校 

第１学年 

状態変化 

・状態変化と熱 

 

・質的・実体的な視点 

・状態の変化と体積や質量を関

係付ける。 

力のはたらき 

・力の表し方 

・力のつり合い 

・重さと重力 

・量的・関係的な視点 

・はたらく２力を関係付ける。 

・質量と重力を関係付ける。 

（３）本単元における「深い学び」 

 

 

本単元では、気象要素の観測の仕方や表し方を学習するとともに、大気中の水のようすや大気の

動きと日本における天気の変化や四季の特徴について学習をする。教材として扱われる観測記録

は、その特徴と変化が顕著なものが多く、大気や天気の変化が捉えやすい。本時では、課題を「修

学旅行初日の沖縄・那覇は、どのような気象なのだろうか。」と設定し、自分たちが修学旅行で行く

沖縄・那覇の実際の過去の気象を予想する。教科書等で扱う分かりやすい気象ではないため、その

変化を捉えることは困難かもしれないが、修学旅行で行く土地の気象を予想することで、生徒の課

題を追究しようとする姿勢を喚起したい。そして、既習事項を生かして気象の変化を大きなスケー

ルで捉えられる力を伸ばしたい。 

天気、気温等の観測記録や気圧配置を互いに関係付ける活動を通して、気象に関する知識や技
能が構造化され、これから起こる気象を予想する力が育まれると考えられる。 
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４ 単元の目標 

○ 気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、気象観測、天気の変化、日本の気象、自然の恵

みと気象災害を理解しているとともに、それらの観察、実験等に関する技能を身に付けている。 

（知識及び技能） 

○ 気象とその変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験等を行い、その結

果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見いだして表現するこ

とができる。                        （思考力、判断力、表現力等） 

○ 気象とその変化に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしている。               （学びに向かう力、人間性等） 

 

５ 全体計画と評価 

（１）全体計画（全 22時間） 

第１次 空気によってどのような力が働くのだろうか。・・・・・・・・・・１時間 

第２次 雲や霧はどのような条件でできるのだろうか。・・・・・・・・・・７時間 

第３次 気象要素同士にはどのような関係があるのだろうか。・・・・・・・３時間 

第４次 温帯ではどのような低気圧ができるのだろうか。・・・・・・・・・２時間 

第５次 日本の季節の変化には、何が影響しているのだろうか。 ・・・・・５時間 

第６次 天気の変化によって、どのような気象災害が起きるのだろうか。・・１時間 

第７次 修学旅行初日の沖縄・那覇は、どのような気象なのだろうか。・・・３時間（本時２／３） 

（２）学習評価規準 

○ 気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、気象観測、天気の変化、日本の気象、自然の恵

みと気象災害を理解しているとともに、それらの観察、実験等に関する技能を身に付けている。 

（知識・技能） 

○ 気象とその変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験等を行い、その結

果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見いだして表現してい

る。                                （思考・判断・表現） 

○ 気象とその変化に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしている。              （主体的に学習に取り組む態度） 

（３）「深い学び」の評価規準及び基準 

「深い学び」 
「深い学び」が実現できている 「深い学び」が 

実現できていない Ａ Ｂ 

過去の沖縄・那覇の

気象について、根拠に

基づいて予想すること

ができる。 

Ｂに加え、湿度

等の気象要素を他

の気象要素と関係

付けて考えること

ができる。 

①天気、②気温、③気

圧配置、④風向・風力を

互いに関係付けながら、

沖縄・那覇の気象を予想

することができる。 

Ｂができていない。 

単元末にパフォーマンス課題で評価する。 
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６ 単元の課題的取り扱い 

（１）課題の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題的取り扱い 

段階 課題の流れと働かせる「見方・考え方」 学習活動の工夫 時間 

課
題
の
設
定
・
把
握 

前の中心課題 
 
 
 

・集中豪雨による洪水、堤防等の治水がある。 
・竜巻や台風などの強風による災害もある。 
 
新たな疑問 
・沖縄は台風の通り道になりやすい。 
・自分たちが修学旅行で行く頃、沖縄はどのような天気、
気象なのだろうか。 

 
中心課題 
 
 
 
 話合い  
 
 
 
 
 
・予想したい気象要素は天気、気温。 
・気圧が分かれば風向・風力も予想できそうだ。 
                     →小課題１ 
・気圧の変化と天気は関係があった。 
・気温の変化と湿度の変化は対照的な変化だった。 
                     →小課題２ 
・天気は、那覇より西の地域の観測記録から考えられる。 
・沖縄だけでなく、その周辺も考えなければならない。 
                     →小課題３ 
 

小課題１ 
 
 

小課題２ 
 
 
 

小課題３ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題解決の手立てとして、
「明日の沖縄の気象を予想
するならば、何が分かれば
よいだろうか」と投げかけ
る。 

・既習事項を振り返らせなが
ら、課題解決の見通しをも
たせる。 

・話合いを通して、予想した
い（できる）気象要素を①
天気②気温③風向・風力④
気圧配置にする。 

 
学習評価の観点 
小課題の設定に、積極的に

取り組もうとしている。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
（話合い） 
 

１ 

天気の変化によって、どのような気象災害が起きるのだ
ろうか。 

働かせる「見方・考え方」 
【時間的・空間的な視点】那覇以外の観測点や、それら

の過去の観測記録 
【原因と結果の視点】根拠となる気象と予想される気象 

修学旅行初日の沖縄・那覇は、どのような気象なのだ
ろうか。 

どのような気象要素が分かればよいのだろうか。 

気象要素どうしは、どのように関わり合っているの
だろうか。 

沖縄周辺は、どのような気象なのだろうか。 
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課
題
の
追
究
・
解
決 

小課題１ 
 
 
 
 
 
 話合い  
・天気の予想はできる。 
・湿度の予想は気温と水蒸気量の２つが関わるから難しそ
うだ。 

・ある年(2023 年 10 月)の修
学旅行直前の気圧配置、衛
星写真を配布する。 
観測日時 
10 月 21 日(３日前)、22 日
(２日前)、23 日(前日) 

 

小課題２ 
 

 
 
 
 
 
 話合い  
・１日前の那覇の天気がくもりなので、そのままくもりが
続けば気温は上がらないはずだ。 

・停滞前線の影響で雨が降るのではないか。 
 
小課題３ 
 
 
 
 
 
 
 
 話合い  
・１日前の久米島より石垣島の方が、時間的にも距離的に
もちょうど良いのではないか。 

・１日前まで鹿児島や奄美大島の方が気圧が高いから、風
は北から南にふいている。初日もこのまま北風がふいて
いるだろう。 

・大陸側にある高気圧がシベリア気団（寒気）の空気を送
り出すから、気温は低くなるのではないのだろうか。 

・前日まででも最低気温は 15℃くらいで、那覇ではそこ
まで気温が下がらないのではないか。 

 

・予想する日時を修学旅行初
日の那覇到着時刻（12 時
頃）に設定する。 

・個人→班→全体で話合いを
進める。 

・必要であれば、観測記録を
配布する。 
観測地点 
石垣島、久米島、那覇 

・沖縄以東の観測記録が必要
な場合は、奄美大島や鹿児
島の観測記録を追加で配布
する。 

・ワークシートを配布し、班
で考えた初日の気象や気圧
配置を理由も併せて記入さ
せる。 

 
 
学習評価の観点 
気象要素を関係付けて、予
想することができる。 
【思考・判断・表現】 
（発表） 

１
〈
本
時
〉 

 結論  
①天気 雨 
②気温 26.4℃ 
③風向・風力 東・３ 
④気圧配置 右図 
・思っていたより気温は高
い。 

・雨やくもりは、停滞前線
の影響が残っているのだ
ろうか。 

 

１ 

課
題
の
発
展 

 新たな疑問  
同じようにすれば、富山県の気象も予想できるのでは

ないか。 
 
 

学習評価の観点 
「運動会当日の朝は、どのよ
うな気象なのだろうか。」と課
題を設定し、パフォーマンス
課題に取り組む。 
【思考・判断・表現】 

（レポート） 

 

働かせる「見方・考え方」 
【原因と結果の視点】根拠となる気象と予想される気象 

働かせる「見方・考え方」 
【時間的・空間的な視点】那覇以外の観測点や、それら

の過去の観測記録 
【原因と結果の視点】根拠となる気象と予想される気象 

働かせる「見方・考え方」 
【原因と結果の視点】根拠となる気象と予想される気象 

どのような気象要素が分かればよいのだろうか。 

気象要素どうしは、どのように関わり合っているの
だろうか。 

沖縄周辺は、どのような気象なのだろうか。 
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７ 本時の学習（全２／３時間） 

（１）指導目標 

気圧配置、衛星写真、観測記録から、沖縄・那覇の気象を予想することができる。 

（２）展開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

１ 学習課題を確認する。 
 
 

 
 

２ 班で話し合う 
 ①天気  
・高気圧がだんだん増えているから、雨や曇り
ではない。快晴や晴れだったのではないか。 

・１日前、２日前は高気圧におおわれている
が、観測記録だとくもりの時間もあるから、
快晴、晴れとは言い切れない。 

 ②気温  
・大陸側に高気圧があって寒気の影響をうけて
気温は低そうだ。 

 ③風向・風力  
・この期間、沖縄周辺の等圧線の間隔は広いか
ら、弱い風が吹いている。 

・等圧線の並び方、高気圧の位置から、北より
の風が吹いていると考えられる。 

 ④気圧配置  
・高気圧が南下し
て、九州くらいい
かかっているので
はないか。 

・停滞前線も北上し
てなくなっている
と思われる。 

 

 
・前時で、個人の予想を班で話し合わせ、考えを
まとめさせる。 

・指定されたスライドにワークシートと根拠とし
た資料を貼らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３ 班の考えを発表する。 
 天気  
・高気圧におおわれて快晴もしくは晴れだと思
う。 

・高気圧におおわれているが、くもりが続いて
いるのでくもり、もしくは雨だと思う。 

・衛星写真の様子、観測記録の雲量からくもり
が妥当ではないか。 

・高気圧におおわれているが、１日前、２日前
の観測記録から雨かくもりで間違いない。 

 気温  
・観測記録から、この期間の気温は常に 20℃を
超えている。寒気の影響はないのでは。 

・昼頃なら 25℃に近いだろうが、正確にはわか
らない。 

 

 
・気圧配置と予想される気象を発表させる。 
・各班で考えた予想を発表させ、根拠に基づいて
予想しているか、気圧配置、衛星写真、観測記
録を関係付けているかの視点で話し合わせる。 

 
 
 
 

４ 次時の確認をする。 
 

・検討しきれていない気象要素について話し合っ
た後、実際にどのような気象であったかを確か
めることを伝える。 

 

８ 授業観察の視点 

既習事項を生かし、気象の変化を捉えさせるための学習課題や問いかけは適切であったか。 

修学旅行初日の沖縄・那覇は、どのような気象なのだろうか。 

学習評価の観点 
沖縄・那覇の気象を、気圧配置、衛星写真、

観測記録を関係付けて予想することができ
る。 

【思考・判断・表現】（話合い、発表） 
 

働かせている見方・考え方 

・【時間的・空間的の視点】 

・【関係付けの考え方】 

ワークシートの記入例 
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